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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

輝く女性たち

　わたしは、ショベルカーの運転をはじめてしたけれ
どできてよかったです。あと、高所作業車に乗って少
しこわかったけれど、アトラクションみたいで乗って
ても、楽しかったです。このような、車を使って仕事
をするのがすごかったです。

　先日の建設作業の体験で最初のアスファルト舗装の
プレスの音が大きかったのでびっくりしました。ロー
ラー車の重さがどれくらい重いのか気になりました。
　高所作業車は、12ｍもあるので高いなと思いました。

　わたしが一番楽しかったのは高車です。遠くの山な
ども見えて、すごく楽しかったです。ふだんは国旗や
時計とうを見上げているのに、高車に乗ったら見下ろ
すほどに高くなっていて正直びっくりしました。クレー
ン車はユーフォーキャッチャーみたいでおもしろかっ
たです。また今度もやりたいです。

　私は、体験をさせてもらったときに、ローラーやショ
ベルカーを動かすことが楽しかったです。ショベルカー
は、上下、左右に動かすだけなのでかんたんでした。ロー
ラーは、少し工夫がありました。ふつうの車とちがっ
てハンドル部分にとってがついていました。ローラー
で同じ所をなんかいも通るととてもかたくなります。
きちょうな体験ができたのでよかったです。

　ぼくは、総合学習支援活動で建設業の人たちと工事
をしたり、機械を動かしたりしました。一番楽しかっ
たのは、機械で地面を固めたことです。建設業の人み
たいにできなかったけれど楽しかったです。

　私は、高い所まで行く乗りものが楽しかったです。
とくに、国旗とうより高かったので、こうふんしました。
その前にやった、石をはこぶ作業が大変でした。その
石をかためる時、友だちがすごく上手だったのでおど
ろきました。

　このあいだは、仕事の様子や仕事をするための重機
を見せていただき、ありがとうございました。建設会
社のみなさんがどのようなことをしているかや、それ
につかう重機の説明をしてくださり、ありがとうござ
いました。ぼくは、小さいころから重機が大好きでし
たが建設会社のみなさんがどのようなことをしている
かは知りませんでした。しかし、この授業で知ること
ができました。ほんとうにありがとうございました。

　ぼくは、はじめて重機に乗りました。ショベルカーは、
レバー１本でやりましたが、タンクローラーは、ハン
ドルもスイッチも自分でやりましたので、とても神経
を使いました。工業はとても神経を使い、大変な仕事
なのでこれからもがんばってください。一生に一度に
なるかもしれない体験ができて、とても感謝しています。
ありがとうございます。これからもがんばってください。

　私は、建設の仕事のことは、あまり知りませんでし
たが、説明を聞いたり、体験などをして、色々なこと
をしているということが分かりました。そして、体験
をして、とても大変な仕事ということも分かりました。
重いアスファルトをスコップで持ち上げることは重く
て苦労しました。でも、とても楽しかったです。作っ
てくださったわたりろう下の通路は、前よりも、とて
も楽になりました。ありがとうございました。

　この間は、アスファルトをしいて固めている所やショ
ベルカーに乗せていただきありがとうございました。
体験した土を平らにする機械は操縦するのがとても難
しかったです。ショベルカーを操縦する時はもっと大
変だと思ったら意外と簡単でおどろきました。私は、
この体験をしてもっと知りたくなりました。これから
もがんばってください。

　ぼくは、４才くらいのころ工事する乗物が好きで、お
じいちゃんと、しょっちゅう工事現場に行っていました。
親に聞いたら「小さいとき、２～３時間は工事現場にい
たよ。」と言われたのでビックリしました。そんなぼく
だったので乗ることができてこうふんしました。また工
事する人たちの気持ちが分かったので良かったです。建
設業のみなさん、ありがとうございました。

　今回の総合学習支援活動は、とても勉強になりまし
た。まず一つは、建設業の大変さと大切さです。建設
業は、河川の土木工事を始め、家を建てたり、道路を造っ
たり、災害復旧をしたりします。とても大変ですが、
とてもやりがいがあります。今回は、重機に乗ったり、
ショベルカーを操作したりしました。自分は、改めて
お父さんの会社を継ぎたいと思いました。これからは
建設業に対して、もっと意識したいと思います。

　幼い頃から建物を
造る職業に憧れがあ
り、工業高校の建設
工学科で建築につい
て学びました。クラ
スは40人中14人と
３割を超える女子生
徒がいて、建設業界
にも女性は多くなっ
ているなという印象
を受けました。

　しかし、就職活動の際「女性が建設会社に就職
するのは難しい。」と言われ、違う職種に就くこ
とも考えました。でも、やっぱり自分のやりたい
ことをしたいと就職先を探していた時に、先生に
勧められ今の会社に就職することができました。
　施工管理で現場監督の仕事と聞いた時は、どん
なことをするのか全く想像ができませんでした。
会社も、施工部に女性が入るのは初めてだという
ことで、入社前はやっていけるか不安がありまし
た。実際に入社してみると社員の皆さんはとても
優しくて面白く、過去の現場のことなど色々な話
をしてくださいます。
　私には同じ年の同期がいて、わからないことを
相談したり、一緒に考えることができるので、同
期がいてくれて良かったと思いました。現場に出

てもまだまだわからないことだらけで、職人さん
に質問されてもすぐに答えることができず、待た
せてしまうことがほとんどです。自分が理解でき
ていない状態で伝えるのは間違えるリスクが大き
いので、図面をしっかり見て理解し、質問されて
もすぐに適切な返事や対応ができるようになりた
いです。
　また、入社した時、コミュニケーションをとる
のに挨拶はとても大切だということを教わり、現
場に出て挨拶の大切さを改めて感じました。なの
で、現場に出る時はいつも以上に、大きな声で元
気よく挨拶をすることを意識しています。初めて
朝礼をやった時に、「もう少し大きな声で。」と
言われてからは、言葉に詰まっても大きな声を出
すようにしています。朝礼は一日の始まりなの
で、その日一番の大きな声を意識していますが、
まだまだ上司の声の大きさに負けてしまうので、
今後も負けないように大きな声で元気よく挨拶が
できるようになりたいです。
　そして、施工管理の資格を取って立派な現場監
督になり、女性ならではの視点を生かして活躍で
きるように努力していきたいです。

大きな声で現場で奮闘中 !!
　（一社）栃木県建設業協会は、社会資本の整備や災害時の出動などの活動を通じて、地域の皆様の理解をいただ
くため、建設業の役割の周知、建設機械の搭乗体験、測量機器による測量体験など参加者による体験活動を実施す
る「総合学習支援活動」を展開している。
　本事業は平成16年度より実施され、県内の10支部（宇都宮・鹿沼・日光・芳賀・下都賀・塩谷・那須・烏山・安
蘇・足利）の「青年の会」を中心として、本年度までに延べ104校 11,794名の方に参加いただいている。
　参加いただいたみなさんからは、「普段なかなかできない貴重な体験ができた。」「建設業が我々の生活に必要
な仕事だと認識できた。」「今後もこうした機会を設けて欲しい。」など、大変好評をいただいている。

参加した子どもたちからの感想文 （平成28年度 総合学習支援活動を通じて）

施工部　中河 優貴乃
（宇都宮支部）


